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Ⅰ．緒言 

2007 年 9月23 日，日本初となるフットサル

全国リーグ，通称 F リーグが開幕した．2 日間

で行われた開幕戦には，13225 人の観客が足を

運び，日本のフットサルは新たな1歩を踏み出

した．本論文では，フットサルというスポーツ

が競技として成立するようになった経緯を振り

返るとともに，F リーグを中心とした日本の競

技フットサルに関する情報を整理し，日本フッ

トサルの展望を探っていくことを目的とする． 

 

Ⅱ．世界のフットサル 

 この章では，フットサルというスポーツがど

のような経緯をもって誕生したのかを探る．国

際室内サッカー連盟と国際サッカー連盟を中心

に行われた競技としてのフットサルの成立を紹

介していく．アジアのフットサルにも言及した．

また，日本への伝播，日本国内での普及につい

ても触れている．日本には当初，サロンフット

ボールとミニサッカーをどう定義していくかで

問題になる時代があった．柴田らは「サロンフ

ットボール普及会」としてその活動をスタート

させ，後に財団法人日本サッカー協会傘下の組

織として「ミニサッカー連盟」を設立すること

になる．その後，ミニサッカーはフットサルへ

と名称統一され，「フットサル連盟」として活動

している． 

 

Ⅲ．地域リーグについて 

 Ⅲでは，F リーグ設立以前は日本のトップリ

ーグであった地域リーグを考えていく．F リー

グ設立後，関東や関西のリーグで活躍していた

中心選手は，更なる高みを求めてFリーグのク

ラブへと移籍していった．そのため，地域リー

グに対する注目は年々低下していっている．し

かし，2009年3月に行われた全日本選手権では，

関東リーグのクラブが国内唯一のプロクラブで

ある名古屋オーシャンズを破り日本一になって

いる．打倒Fクラブを掲げて戦う地域リーグの

クラブには，フットサルにかける熱い思いを感

じることができる．まとめとして，地域リーグ

のあり方や課題も検討していく． 

 

Ⅳ．Fリーグについて 

 Ⅳでは，2007年9月に開幕したFリーグにつ

いて検証していく．長く全国リーグの必要性が

問われていた日本において，F リーグがどのよ

うな経緯で設立され，展開されてきたのかを探

る．その中でも，注目を集めた名古屋オーシャ

ンズが誕生した経緯についても触れた．また，

その他の9クラブについても選手雇用，クラブ

運営の面から言及し，紹介している．最後に，

09 シーズンから取り入れられた U-23 枠につい

ても考察している． 

 

Ⅴ．まとめ 

 Fリーグが始まり「する」だけでなく「みる」

スポーツとしてのあり方が問われるようになっ

たフットサル．フットサル愛好者は全国に約

280 万人といわれているが，サッカーを含めた

スポーツ愛好者を考えると更に成長する余地は

ある．そのためには，競技としてのフットサル



をより魅力的なものにしていかなければならな

い．その手段が，地域密着のクラブ運営であり，

各選手の技術向上であり，今後プロ選手として

活躍していくための意識であると考える．オリ

ンピック競技としても検討されるようになった

フットサルが，スポーツとしてさらに発展して

いくことを願ってやまない． 


